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    学校生活における大切なお知らせです     
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――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必須科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2008年度学務の手引き｣より抜粋) 

 

 

「めいめい自分
じ ぶ ん

のことだけでなく、 

他人
た に ん

のことにも注意
ち ゅ う い

を払
は ら

いなさい。」 
フィリピの信徒への手紙 2 章 4 節 

2008 年６月～2009 年 5月  

 
 
 
昔、海外の方と話をしている時、世界中でだれでも知っている企業・団体は何かということを 

議論したことがあります。アメリカ人が誰でも知っている企業・団体を挙げると、「マクドナルド」

「コカコーラ」「ＹＭＣＡ」の3つだと言われました。年齢によって知っている企業・団体は異なる

し、その人の仕事内容や専門分野によっても、生活環境によっても知っている企業・団体は異なり

ます。その中で、誰もが身近に感じ、親しみを感じ、知名度がある企業・団体が上記の3つだとい

うのです。アジアの国々の方からも同様の意見が多かったことを覚えています。実際のところ、ア

ジアの大概の国に「マクドナルド」「コカコーラ」「ＹＭＣＡ」はあります。 

ＹＭＣＡは、老若男女、様々な分野で活躍している方が、貧富の差なく世界中の各地で参加され、

親しまれている団体です。皆さんはＹＭＣＡが運営している高校に在籍しています。アメリカやカ

ナダのＹＭＣＡでも高校を運営しています。皆さんが本校を卒業して、あなたはどこの高校の卒業

生ですか、または生徒ですか？と聞かれた時、自信をもって「『ＹＭＣＡ』です｣と答えてください。

世界中どこでも、「よく知っていますよ。私も行ったことがあります。」という返答が返ってくると

思います。 

来年３月に卒業する生徒の皆さん、卒業まで残り少なくなってきていますが、ＹＭＣＡライフを

楽しんでください。また、ＹＭＣＡ学院高校の卒業生として誇りをもって巣立っていかれることを

願っています。 

 

今月のメッセージ 
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日 曜 行事予定など  

 10 月  

10/20 月 後期スクーリング開始 

10/24 金 講座「産業社会と人間」開始 

10/30 木 講座 ｢ホースライディング１｣実習 

 11 月  

11/1 土 特別活動：街美化(10：30～) 

2 日  

3 月 （文化の日）大阪南ＹＭＣＡ主催ﾌｧﾐﾘｰ･ｶｰﾆﾊﾞﾙ 

4 火 講座「フィッシング１」実習 

5 水  

6 木 
進研マーク模試（3年次）/進研記述模試（2年次）、｢高齢者福祉実習１｣事前スクーリン

グ、講座｢ホースライディング１｣実習 

7 金 特別活動：ＹＭＣＡモーニングカフェ 

8 土  

9 日 特別活動：近畿通信制体育大会 

10 月  

11 火 
講座「農業体験１」実習、講座「高齢者福祉実習１」実習、進研マーク模試・進研記述

模試(1、2年次) 

12 水 特別活動：ＹＭＣＡモーニングカフェ 

13 木 講座「高齢者福祉実習１」実習、講座｢ホースライディング１｣実習 

14 金  

15 土  

16 日  

17 月 特別活動：ＹＭＣＡモーニングカフェ、〔後期1回目学習状況報告〕発送予定  

18 火 講座「フィッシング１」実習 

19 水 〔学校通信〕発送予定 

20 木 講座｢ホースライディング１｣実習   

21 金   

22 土 特別活動：街美化(16:00～) 

23 日 （勤労感謝の日） 

24 月 特別活動：大阪ＹＭＣＡチャリティラン 

25 火  

26 水  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

 12 月  

12/2 火 特別活動：映画鑑賞会(予定） 

12/13 土 クリスマス礼拝･街頭募金(予定) 

12/19 金 〔学校通信〕発送予定 

12/22 月 年内のスクーリング最終日 

12/23 火 冬期休暇開始(～1/4)（天皇誕生日） 
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【レポート集・時間割・教科書等の発送】 

先の講座登録にもとづき、皆さんの届け出住所あてに、個人別時間割・レポート集・バ

ーコードシール・返信用封筒をセットにしたものと教科書が送られます。教科書以外はす

でに学校から発送しています。このセットのすべてがそろっているか、とくに自分の登録

した講座のレポートに間違いがないか、袋の中に全回分入っているか確かめてください。 

他方、教科書は教文堂
きょうぶんどう

という書店から送られます＊。入荷の都合や発送順序などのため、

配達の正確な時期は個人別には予告できません。届いた教科書もすべて間違いないか調べ

てください。 

これら発送物に間違いや不足があった場合、学校に連絡してください。スクーリング開

始後、学校で交換や不足のものをお渡しをします。誤送・不足物の申し出期限は、11月 

7日（金）までで、それを過ぎると再発行または再購入として有料になる場合があります。 

何らかの事情でこれらが届かなかった場合でも、登録した講座のスクーリングには出席

してください。教科書によっては学校保存分を貸し出しできるものもあります。 

＊本校では教科書の受け渡し（販売）のために、教科書販売会社「教文堂」に発送を委託しています。 

「教文堂」には個人情報の管理が図られるよう、必要かつ適切な監督を行っています。 

 
【後期のスクーリング開始】 

スクーリングは10月20日（月）より始まっています。  

初回のスクーリングが最初の週からではない講座、また「産業社会と人間」などスクー

リング日が不規則な講座もありますから、各自の「個人別時間割」や各講座の「学習計画

表」（ほとんどの講座はレポート袋の表紙に印刷してあります）で確かめて、登校・出席し

てください。(｢個人別時間割｣には表示していない講座もありますので、講座別の案内学習

計画表で確認してください) 

 

【スクーリング時の持ち物】 

スクーリングに必要な持ち物は、各講座の学習計画表や案内などで確かめてください。 

美術・書道・ペン習字・暮らしに役立つ書などは用具が初回から必要ですから、1階の売店

で購入するなどして準備してください。忘れると、スクーリング出席が認められません。

詳しいことはレポート袋に説明書きが入っています。 

体育の初回は教室での授業ですから、運動の仕度は要りません。 

レポート類や教科書が何らかの事情で初回のスクーリング日までに配達されなかったと

しても、登録した講座には出席してください。 

 

 

 

 

 

教務からのお知らせ 
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【レポート提出】 

各レポート用紙には、バーコード・シール貼付（回数番号に注意）や住所・名前の記入

を正確に行い、提出期限を守ってください。多くの講座で、レポートの提出期限は、関連

内容のスクーリング日のほぼ1週間後としています（講座により短い場合もあります）。各

回の期限に遅れると評価が下がります。出し遅れや再提出の場合でも、最終締め切り日ま

であきらめずに出しましょう。 

 

【制作品の持ち帰りお願い】 

芸術科や家庭科などで制作した作品で、これまで学校で保管されていたものは、スクーリ

ングなどで登校の機会に、家に持ち帰ってください。10月末までに引き取りのない場合は、

個々人に通告することなく処分します。 

 

 

街美化ボランティア  

 

11月  1日(土）10時30分より約1時間半 

11月 22日(土) 16時より約１時間 

              

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。 
その際、警察への届け用紙と学校の参加カードの両方に記名します。 
（11/1は特別活動 2時間。11/22は特別活動 1時間。 
ただし、遅れたり途中で帰ったときは認定されません。） 
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手 数 料 

 

手 数 料 

 

【レポートの提出について】 

 レポートを提出する際には、以下の点を注意してください。 
バーコードシールのないものや、貼り間違い、住所・名前の記入が正確でないものは一

切受付けられません。提出締切日にかかわらず直ちに返却しますので注意してください。

特にレポートの回数をよく確認して貼るようにしてください。 
レポート提出は、直接学校へ持参する場合は、事務室受付の提出用ボックスへ入れてく

ださい。提出できる時間は 9：15～17：00（平日）です。レポートを学校へ郵送する際は、

郵便の消印日が受付日となります。レポート提出については、再度「学務の手引き」8、9

頁をよく確認してください。 
 
【レポート等の再発行について】 

レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙 

に必要事項を記入のうえ、事務室にて再発行の手続きを行ってください。 

レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでくだ

さい。記入がないと再発行できない場合がありますので注意してください。なお、レポー

トの再発行は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

 

 

 

 

【通学割引証の発行について】 

本校への通学の際には、交通機関の通学用割引回数券が利用できます。回数券の残数が

少なくなったら、「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」を事務室窓口のカード回収ボックス

へ提出して「通学割引証」の発行申請をしてください。「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」

は毎回申請時に提出が必要ですので大切に保管してください。なお、「通学割引証」の有効

期限は一ヶ月です。期限内に駅の発売所で回数券を購入してください。その際必ず「通

学割引証」をケースから出し、生徒証明書を提示してください。詳細は、「学務の手引き」

30、31頁をよく確認してください。 

（注意事項）※通学用割引回数券は通学以外の目的による使用や本人以外の使用は認められていません。 

※割引証の申請は年間20回までです。 

 ※割引証の有効期限が切れてしまった場合は事務室で期日を訂正します。お申し出下さい。

種類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(再発行) 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

「レポート等諸用紙発行願」 

事務室からのお知らせ 
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【通学交通費の割引についてのお知らせ】  

 講座登録や学習支援プログラム申込みにより、週５日登校することになった生徒に限り、

ＪＲおよび大阪市交通局（地下鉄・バス）の通学定期券を購入できる場合があります(私鉄

の各交通機関については通学定期券の利用はできません)。該当する生徒で、通学定期券購

入を希望する場合は所定の申込用紙をお渡ししますので、事務室まで申し出てください。 

 

【受験に必要な証明書発行手続きについて】 

 受験に必要な証明書を必要とする場合は、「証明書発行願（受験用）」に記入して原則とし 

て下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記②(郵 

送申込)も受付けますが、必ず電話でＨＲ担任と確認のうえ行ってください。電話・ＦＡＸ 

やメールでは申込みできません。なお、証明書発行までに１週間を要しますので日数の余 

裕を持って手続きしてください。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発

行願（受験用）」を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口

へ手数料を添えて申し込んでください。(生徒証明書の提示が必要) 

     受付時間 9：15～17：00（月～金曜日） 

  

②郵送申込：「学務の手引き」巻末の「証明書発行願（受験用）」をコピーして記

入・押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封し

て郵送してください。（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。

発行に日時を要しますので、余裕をもって申し込んでください。） 

※必ず事前に電話で担任と確認のうえ行ってください。 

 

通常 英文発行 
種  類 申込用紙 

手数料 発行日 手数料 発行日 
成績・単位修得(見込) 
証明書 

300円 

調査書 
300円 

 
推薦書 

証明書発行願 
（受験用） 

500円 

 
受付から

1週間後 

1,000円 

受付から

1週間後 

送料 1～2通まで：80円 3～5通まで：90円 6～10通まで：140円 ＋270円(速達)  

 

 

 

 

手 数 料 
発 行 日 
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【奨学生募集について】 

現在募集中の奨学金について期限等を下記の表に記載しています。申込希望の場合は 

申請書類一式を事務室に請求してください。 

種 類 申込書類提出期限 

大阪府育英会「特別奨励金」 

※里親に養育されている又は児童養護施設へ入所していて、大学等へ進学を希望

している３年次生のみ 

10月31日(金) 

 
【後期ＹＭＣＡ学院高等学校奨学金の募集について】 

ＹＭＣＡ学院高等学校奨学金は、ＹＭＣＡ学院高等学校に在学する生徒で経済的な理由

により修学が困難な人で、本校における学業継続の意志が固い人を対象に、各学期におけ

る授業料相当額の 5％から 50％を給付するものです。本奨学金は給付ですので返還の必要

はありません。ただし、奨学金の支給総額が決まっていますので、申請されても奨学金の

給付ができない場合があることをご了承ください。申込みを希望する場合は下記の詳細を

確認のうえ事務室へお申し出ください。 

ＹＭＣＡ学院高等学校奨学金（給付） 

（内 容）本校の在学生で、本校での学習継続の意志が固く経済的理由により修学が困難な人 

今回の募集は2008年度後期分です。 

（給付金額）授業料相当額の５％～５０％を給付します。 

（対象者）＊経済的な理由により本校での修学が困難な人で、本校での学業継続の意志が固い人 

     ＊すでに本校に在学している人については 2008年度前期の本校での修得単位が１０単

位以上ある人（2008年度後期入学生は全員が対象となります。） 

（申込時必要書類） 

（１）奨学金給付申請書 

（２）前年度の課税総所得を証明できる書類 

＊市民税等の証明書については、平成20年度分が必要です。 

＊生活保護受給世帯、その他特別な事情のある世帯については別途必要書類があります。  

詳細は案内(事務室で配布)にて確認ください。 

 

（申請書学校提出期限） 12月5日（金）17：00必着  

  

※生活保護世帯に属する生徒には、就学に係る費用が高校就学費として保護費から支給されますので、授業

料額から高校就学費を引いた金額が学校奨学金給付の対象金額となります。 

※当奨学金の採用状況については、予算の範囲内で、課税状況および家庭状況などから、困窮度の高い世帯

に属する生徒から順に決定がなされます。したがって申請者が多い場合は、所得金額の極めて少ない（概

ね非課税）世帯に属する生徒から順に採用されているのが現状です。 
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【後期教科書・学習書代の給付について】 

通信制高校在学生に対しては、文部科学省の「高等学校定時制及び通信教育振興奨励費

補助金」制度があり、教科書・学習書に対して補助金が給付されます。補助の対象となる

教科書・学習書は、文部科学省の検定教科書と、検定教科書を使用する科目の学習書です。

申込みを希望する場合は下記にて詳細を確認のうえ事務室へお申し出ください。概要は以

下のとおりです。 
高等学校定時制及び通信教育振興奨励費補助金制度（教科書・学習書代）  

(対象)①定職に就いている人(※就労証明書等証明書の添付が必要です) 

②ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄで年間90日以上勤務する人 

③職につく意志はあるが求職活動中の人 

(給付金額)文部科学省の検定教科書及び検定教科書を使用する科目の学習書代の全額 

（申請書学校提出期限） 11月5日（水）17：00必着  

 

 

【後期学費納入案内送付について】 

後期講座登録が完了した生徒の学費納入の案内は、10月22日（水）に発送予定です。

納入期限日は、11月10日（月）ですので確認のうえお手続きください。分割納入及び納

入期限の延期（延納）を希望する場合は、必ず納入期限日までにお手続きください。（手続

きの詳細は納入案内で確認ください。） 
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＊体温調節について 

気温が下がり、特に朝夕の風が冷たくなりましたが、体調を崩していませんか？１０月、

１１月は風邪を引きやすい時期です。気温と湿度によっては、早くもインフルエンザにか

かる人も出てきます。身体が疲れていたり、ストレスを過度に感じていたりすると、体温

調節が上手くいかない場合があり、風邪を引いてしまうこともあります。寒くなり過ぎな

いように服装を工夫して、深まる秋を快適に過ごしましょう。 
 
【カウンセリングスペース】 

保健室・カウンセリングスペース、及び事務机周辺での食事はご遠慮ください。 

＊後期は１０月２０日（月）より開室します。 
＊担当者と開室時間 

 月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：浅野献一さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

＊保護者の方もご利用できます。 
カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの

お知らせ 
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校内生活上の注意事項 

10月 20日（月）より後期のスクーリングが始まります。今期より本校に入学された皆さ
んは初めての授業になりますが、全日制とは異なった通信制の高校生活を円滑に送っても

らうために皆さんに守ってもらいたいルールがあります。 
学務の手引きにある「学校生活上の決まり」はみなさんが規則正しく充実した学校生活

を送ってもらうために、最低限守ってもらう必要がある規則です。そのうち、以下の３点

については特に注意してもらいたい項目です。 
① 校内および学校周辺は禁煙です。 

未成年の喫煙は法律により禁止されています。また、成人に関しても学校にいる間は喫煙

を禁止します。学校周辺についても、近隣住民・商店からの苦情が過去少なからずあったた

め校内同様喫煙を禁止します。 

禁煙のエリアは、校内全部と玄関前及び学校周辺です。 

② ５階以上と地下フロア－（駐輪の場合を除く）の生徒立ち入りを禁止します。 

授業などで使用する場合や特別な事情があると認められる場合を除き、これらの場所に生

徒の立ち入りは禁止します。 

③ 自動車・バイク（原付を含む）での登校は禁止です。 
学校には駐車スペースが非常に少ないため、自動車・バイク（原付を含む）での登校はで

きません。電車・バスでの登校や、学校近くからの登校である場合は自転車を利用してくだ

さい。 

 

 
以上の３点を含めた「学校生活上の決まり」が守られない場合は以下の順に沿って、

保護者同伴の上での厳重注意やより強い処分を行います。 

何らかのかたちですでに注意を受けている人は特に注意してください 

現場注意→保護者・本人呼び出し→始末書→退学処分 
 
※なお、違反行為を繰り返した生徒の保護者の方には、その事実を学校からお知らせしま

す。また、本人同伴の上保護者の方に来校を願うことがあります。学校と保護者の方が

連携をすることにより、違反行為を繰り返さないようにして、健全な学校生活を送って

もらいたいと思います。 

生徒支援からのお知らせ 
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スクーリングに関して 

 

・遅刻は欠席とみなします。忌引き・病欠・交通機関の遅延等など特別欠席はありません。 

やむを得ず授業に遅れて途中から入室になってしまう場合は、直接教室へ行って出席でき

るかどうかを確認してください。 
・放課後（月・水・金曜日の午後4:00～5:00）は、あいている教室を使うことができます。

ただし、理科教室・家庭科教室・視聴覚教室などの特別教室や更衣室は、通常は使用で

きません。 
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【模擬試験の実施について】 

進学希望者を対象に進研模擬試験を下記のとおり実施します。在籍生は、｢進学アシス

トプログラム｣の登録の有無にかかわらず受験できます。大学・短大等の受験を予定して

いる生徒は、模擬試験が今後の受験校選びの資料となります（模擬試験等のデータがな

ければ受験校選びが困難になります）ので、積極的に受験してください。 
受験希望者は、申込書（郵送済み）に受験料を添えて、下記申込期限までに事務室受付

で申込んでください。 
なお、他のプログラム等のため、下記日時で受験できない場合は、可能な限り、別時

間で実施しますので、事前に申し出てください。 
記 

＜実 施 日＞ ３年次（マーク式）：１１月６日（木）・１１日（火） 
      ２年次（記述式） ：１１月６日（木） 
      １年次（記述式） ：１１月１１日（火） 
＜時 間 割＞  大学・短大等入試に必要な科目を時間割にあわせて受験すること。 
（３年次はマーク模試ですので、大学入試センター試験(国公立大一次・私立大)にも対応

します。） 
［３年次］ 

１１月６日（木） １１月１１日（火） 

リスニング 10：30～11：00 (30分) 数学①(ⅠorⅠA) 10：30～11：30 (60分) 

英   語 11：05～12：25 (80分) 数学②(ⅡorⅡB) 11：40～12：40 (60分) 

登   録 12：25～12：40 (15分) １科目め 13：20～14：20 (60分) 

国   語 13：20～14：40 (80分) ２科目め 14：30～15：30 (60分) 

１科目め 14：50～15：50 (60分) 

理科 

３科目め 15：40～16：40 (60分) 地歴

公民 ２科目め 16：00～17：00 (60分)   

 
［２年次］               ［１年次］ 

１１月６日（木） １１月１１日（火） 

国  語 10：30～11：50 (80分） 国  語 10：30～11：50 (80分） 

登  録 12：00～12：10 (10分) 登  録 12：00～12：10 (10分) 

英  語 12：10～13：30 (80分) 

 

英  語 12：10～13：30 (80分) 

数  学 14：10～15：50(100分)  数  学 14：10～15：50(100分) 

＜受 験 料＞ ３年次：３,０００円  １･２年次：２,５００円 

＜申込期限＞ １０月２７日（月） 
＜成績返却＞ １２月上旬の予定です。なお、マーク式のマークシートは返却されません。 

進路支援からのお知らせ 

また、記述式答案はパソコンで画像処理されたものを返却します。 
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【推薦入試等について】 
２００９年度推薦入試のシーズンになりました。指定校推薦入試についても、まだ出

願可能の大学等がいくつかありますので、受験を検討してください。 
なお、以前よりお伝えしていますが、指定校推薦入学試験等の受験登録申込書提出期限

は、出願締切日の２週間前ですので注意してください。ただし、専門学校等｢選考日が随

時｣のものは、この限りではありませんので、担任に相談してください。 
 
推薦入試等出願にともない｢調査書｣・｢推薦書｣等が必要な場合は、担任と相談し、受

験校(学科・コース等も)を決定した上で、手数料および指定の用紙(有る場合)を添えて発
行申込をしてください。受験校が決まっていない場合、発行はできません。発行日は、

受付から１週間後ですので、早めに申し出てください。なお、指定校推薦入学試験はも

ちろんのこと、専願制の一般公募推薦入学試験も合格した場合、必ず進学しなければな

らないので、担任と相談の上、申込み(出願)をしてください。 
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＊ 先月の学校通信でも案内しましたが、後期スクーリングスタートに伴い、｢学習アシス

ト・ルーム｣および、｢受験準備ゼミ｣開設・開講されます。後期からも参加できますの

で、積極的に登録申込してください。後期スクーリング開始後でも申し込むことができ

ます。 
＊ ｢受験準備ゼミ｣は前期とは別内容です。 
＊「学習アシスト・ルーム｣前期登録者も自動継続ではありませんので、あらためて申し込

んでください。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

アシストプログラムのお知らせ 
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 今 月 の 聖 句 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日曜日の朝、教会に山梨から宅配便が届きました。 

前に浪花教会の会員だった方が送ってくださったぶどうが、

箱一杯につまっていました。礼拝の後みんなでいただきま

した。本当においしかったです。  

ぶどうの実は枝に、枝は幹に、幹は根っこで地面につなが

っています。実を結ぶためには、根っこが吸収する養分が

必要です。  

聖書は、イエスにつながる（イエスを信じる）ことが、神

につながり実を結ぶことだと語ります。  

私たちの人生が豊かに実を結び、おいしい歩みとなるため

に。 

 
 
 
 南ＹＭＣＡ「キリスト教」委員会 2008 

 

「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ

る。人がわたしにつながっており、わたしもそ

の人につながっていれば、その人は豊かに実を 

結ぶ ｣ 
(ヨハネによる福音書15章5節) 

 

(日本キリスト教団 浪花教会 村山 盛芳牧師より） 


